

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ニーズカトリック（I am Japanese catholic）」で、その後に名前を書きなさいと。
　私がいくら不勉強でも、クリスチャンネームのないカトリック教徒はいないわけで、雪浦・マ
リア・池端とか、何か書かなきゃいけないんですけど（笑）、どう考えてもとっさにクリスチャン
ネームが出てこなかった。大司教庁ですからカミサマがいる所だと思って行っているわけですか
ら、カミの前でうそを言えないというので、もう体が硬直したのを覚えています。それを担当の
司祭はちゃんと見抜いたんですけれども、ちっともとがめずに土地文書を持ってきてくださっ
た。古文書館入館証というのをもらったので1日は行ったんですけれども、2日目は行けなかっ
た。うそを2日続ける勇気がなくて潰えたという苦い経験がございます。
　こういう大司教庁の文書といったようなものは公なのか民なのかという難しい線引きがあり
ます。この扉をどうやって開かせるかというのも極めて難しいんですけれど。修道会は religious 
corporationと言って、世界中のいろんなところに文書館を持っている。イエズス会ならイエズ
ス会の文書館。井上さんのところでも随分集めていらっしゃるわけですよね。イエズス会やその
他の修道会の。でも、それらの史料は官か公か民か線引きが難しい。やはり地域によって一律に
はいかないのではないか。そういう印象を持っています。
臼井　ありがとうございました。
新江　多分ベトナムも、あと日本もそうですが、同じかなあと僕も思います。例えば外交文書に
関しては、日本はあれ何て読むんですか。コンジインと読むんですか。日本の朱印船の朱印状の
帳簿って、あれは金地院でしたっけ。あれを管理しているのは仏教寺院ですね。
　それから、ベトナムの場合、ラオス国境のラオス側に上座部仏教の寺があって、ベトナム側に
大乗仏教の寺があって、寺同士で全部外交をやっていた。いろんな理由で、多分直接役人の交渉
を避けたんだと思います。そうなると、あの寺院の文書は宗教文書なのか、寺社交流文書なのか、
外交文書なのか、なかなか区別しがたいですが、ベトナムは社会主義なのであっさり全部国のも
のというふうに決めてしまいました。
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　もちろんこれはパートナーにも問題があります。つまりラオスは、ここには専門家がいらっ
しゃるのかな、ラオ人とつき合った方はよくご存じだと思うんですが、あそこは、仏教徒にあら
ずんば共産主義者にあらずなんです。だから、仏教と共産主義が非常にマッチングしている国な
ので、それもあって結局お寺の文書なのに全部外交文書というふうにはなったみたいです。
井上　池端先生からは厳しいお言葉をいただいて、中間評価のときには私も末端で、バラ色の演
出の片棒を担いでいた1人であります（笑）。いろいろ成果は上がってはいるんですけれども、そ
れをうまく出し切れないところがあるというところは先ほどの話で何とかご容赦いただきたいと
思います。
　今の公と私の問題ですが、一番突きつけられるのは日本なんだろうと思っております。特にい
ま先生ご紹介の寺院ですね。日本の場合、古代国家は大仏造営でわかるように国家機関として存
在していたわけであります。中世になると今日我々がイメージするような国家があるかないかわ
からないんですが、また権門体制国家という不思議な言葉がありまして、武家も公家も寺社もそ
れぞれ独立しているけれども一つの国家をつくっている。ある種の詭弁だという批判もあるんで
すが、そういう考え方もあるわけです。でもその後みんなそのくびきから離れていってしまって、
戦国大名などは勝手に戦いますから、だれが公なのかというのは……。天皇制は残りますけれど
も、ご存じのように明治に入るまでは希薄な存在というようなところもあるわけです。
　そういった公と私のあいまい性というのは日本の文書史料すべてにかかわってくる。明治以降、
日本の近代国家体制ができる以前はすべてそうだと言って過言ではないと思います。それ以前に
なると正倉院文書までないんですが、正倉院文書も結局は東大寺というお寺の中に保存されてい
ますから、そういった意味での史料の公と私の区分、そして今日話題となった史料の集積といっ
た観念も日本にはごく少ないケースしかない。
　近世、他の地域ですと近代というのでしょうか、17世紀以降そういう史料収集をやった藩も
あります。金沢の加賀藩などの大藩はやっているんですが、それ以外はほとんどやりません。特
に小さい藩なんかはそれどころではありませんので、そんなことはしない。対馬宗家の史料もこ
うした問題に連なっていて、宗家が手放していく過程でバラバラになってしまうわけです。明治
に入ってからもこうした流出が頻繁に起こるというのがこの国の現状であったということであり
ます。
　何とか統一に向けて、韓国の国史編纂委員会をはじめ、各機関とは何とか友好な関係を持たせ
ていただきながら前進はしているところです。ただ、先ほど言ったようなフォーマットの違いで
すとか、それぞれのデジタルデータに関する考え方の調整というのはまだまだで、ようやく編纂
組織を横断した組織体がつくられつつあります。この中には参加されている方もあるのではない
かと思うんですが。そういった中でさらに調整していかなければいけないだろうと思っています。
組織としては依然として大きな課題であり、そして実現すればバラ色の課題であろうというふう
に取り組んでいるということをご報告申し上げたいと思います。
臼井　ちょっとよろしいでしょうか。
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　中国のことで申し上げますと、今ここは日本であるし、日本語で話しているので、あえて公文
書という言葉を使わせていただいています。ところが一方で民間文書という言葉も使ってしまい
ました。中国の場合は官対民と、公対私は別の概念です。公に対しては私で、官イコール公では
ないんです。ですから、あくまでも官というのはいわゆる行政府にかかわる文書資料であって、
民間の文書と言われるものはそれ以外のものである。ただし民間でも、中国の人たちにとっては
それは公である。つまり、例えば何とか会であったり、一族、宗族のことであるとか、そういう
ものは公であるというような認識があると思います。これは、きれいにそう分かれるとは言いま
せんけれども、そういうことがあると思います。
　ただ、例えば裁判文書なんかで、地方政府が保管している文書を当事者が手で写して、自宅に
持っている。そのときに、それに官の判を押してもらっているというような官とも民とも区別し
にくいものはあります。しかし、そうした官文書の写しというものはありますけれども、中国に
ついて原則的に言えば、官と民、公と私とについて比較的明快な分け方ができるわけで、これは
いつも日本史の人と話しているうちに話がこんがらかってくるというところです。
　トルコはやはり中国的と考えてよろしいですか。中央集権国家体制ができているところとそう
でないところとの違いというのが、やはりそういうところにも、言葉の考え方、文書資料がどう
いうものかというところから始まってあると思います。
井上　私もちょっと用語の使い方が、公私という言い方をして日本の古文書学に拘束されると公
私という言い方になりますが、当事者である中世、前近代の人々にとって公と言った場合には何
でも公といったら変ですけれども、もともと公という言葉が家を意味するように、村落も公であ
りますし、寺院も公でありますし、武家も公ですしということで、公は多層化していますので、
そういった意味では全部が公と言ってもいいかもしれません。裁判所もそれぞれの家に付随しま
すので、私といえば私であるし、すべての裁判機関は公といえば公であるというような感じです。
臼井　ありがとうございました。
　それでは、ほかにどなたか、ご質問なりご意見なりおありになりますでしょうか。
　なければ、そろそろ懇親会の時間も近づいてまいりましたので、私の不手際で時間配分があま
りうまくいきませんでしたけれども、パネラーの皆様の熱意のこもったお話で大変興味深い内容
であったと思います。皆様、ありがとうございました。（拍手）
